Le système de la reproduction de la famille nobiliaire en France à l’époque moderne. La succession entre l’idéal et le réel : le cas des Mesgrigny by 滝澤 聡子 & Satoko Takizawa
近世フランス貴族の家系再生産
──継承の理想と現実・メグリニ家の場合──
滝 澤 聡 子








































































































































































































































































































おこなうようになっている。たとえば，ジャン 8世（図 1の A④－①）は息


















































ニ家の場合も，本家筋にあたる家系図 A のジャン 5世の長男ジャン 6世の子
孫たちは，法服貴族としてパリに居を構えた。その一方，分家筋にあたる家系






















る。トロワ子爵領は，本家のジャン 7世（図 1の A③）が 1640年に国王へ臣
従礼をおこなって獲得したものである。この所領は，本家の最後の当主である

















エルの所領は，ジャン 6世（図 1の A②）の時代から家系にとって重要な土
地とみなされていた。この所領は，ジャン 7世から分立した 3人の息子の一
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